ストックオプション規定

(総則)

第１条　これは、ストックオプション制度について規定したものである。

（定義）

第２条　「ストックオプション制度」とは、社員および役員に対し、あらかじめ決められた価格で会社の株式を購入できる権利を与える制度をいう。

（株主総会の決議）

第３条　ストックオプション制度は、株主総会の決議を得て実施する。

（対象者の範囲）

第４条　ストックオプション制度の対象者は、以下のとおりとする。

（１）取締役

（２）○○職以上の管理職

（３）○○○○

（権利付与日）

第５条　ストックオプションの権利を付与する日は、株主総会で決議された日とする。

（譲渡する株式）

第６条　会社に譲渡する株式は、発行済み株式のうちの普通株式とする。

（譲渡予定株式数）

第７条　譲渡予定の株式数は、次のとおりとする。

（１）取締役　　　　　　　　　○○○○株

（２）○○職以上の管理職　　　　○○○株

（３）○○○○　　　　　　　　　○○○株

（権利行使価格）

第8条　ストックオプションの権利行使できる価格は、以下のとおりとする。

　　　　株主総会で決議された日の前月１ヶ月の平均株価（終値）×１.０５
（権利行使期間）

第9条　ストックオプションの権利を行使できる期間は、以下のとおりとする。ただし、○月○日までは猶予期間として権利行使することはできない。

　　　　株主総会で決議された日から○年間
（権利行使の手続）

第10条 　ストックオプションの権利者が、その権利を行使するときは、以下の事項を会社に届け出し

　なければならない。

（１）権利行使日と株式数

（２）氏名

　　２　ストックオプションの権利者が、その権利を行使したときは、会社に対して速やかに代金を払

い込まなければならない。

（株式の交付）

第11条　ストックオプションの権利者が、その権利を行使したときは、会社は株式市場において株式を購入し、本人に交付する。

（権利の消滅）

第12条　ストックオプションの権利者が、会社を退職したときは、その権利が消滅する。

（譲渡の禁止）

第13条　ストックオプションの権利者は、その権利を第三者に譲渡してはならない。

（株式の売却）

第14条　ストックオプションの権利者は、会社から譲渡された株式をいつでも自由に売却することができる。

（付則）

この規定は、○年○月○日から施行する。
